
止
」
の
た
め
関
係
他
企
業
の
方
々
の
一
層
の
ご

協
力
を
願
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
今
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
都
市
ガ
ス
事
業
に

従
事
す
る
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
も
、
都
市
に
お

け
る
道
路
の
も
つ
機
能
お
よ
び
そ
の
利
用
の
あ

り
方
は
、
重
大
な
関
心
事
で
あ
る
。

　
ガ
ス
事
業
者
と
し
て
、
今
後
共
、
道
路
管
理

者
の
方
々
と
十
分
連
絡
を
と
り
な
が
ら
、
道
路

の
機
能
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
努
力
し
、

ガ
ス
エ
事
の
よ
り
良
い
施
工
管
理
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
う
。

〈
高
橋
＝
東
京
ガ
ス
Ｋ
Ｋ
神
奈
川
導
管
管
理
事

業
所
係
長
／
谷
田
部
＝
横
浜
支
社
係
長
〉

一
―
地
下
利
用
の
必
要
性

ニ
ー
地
中
電
線
路
の
布
設
方
法

Ｅ
ソ
等
集
団
住
宅
が
面
的
に
拡
が
っ
て
電
力
需

要
が
集
中
増
加
し
、
架
空
電
線
路
だ
け
で
は
量

的
に
不
十
分
で
、
地
中
電
線
路
を
導
入
し
て
対

応
し
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
り
、
こ
れ
に
と
も

な
っ
て
地
中
線
設
備
量
も
最
近
急
激
に
増
加
し

、
て
い
る
〔
図
１
１
参
照
〕
。

　
こ
の
傾
向
は
今
後
ま
す
ま
す
強
く
な
る
も
の

と
推
定
さ
れ
、
現
在
で
は
電
力
の
供
給
力
確
保

面
で
地
下
の
有
効
活
用
は
不
可
欠
な
条
件
と
な

調査季報63 79. 957

⑤
電
力

斉
藤
博
文
　
千
葉
松
男

地
下
利
用
の
必
要
性

　
電
力
流
通
設
備
は
、
架
空
電
線
路
と
地
中
電

線
路
に
大
別
で
き
、
通
常
は
架
空
電
線
路
を
主

体
と
す
る
が
、
地
中
電
線
路
は
架
空
電
線
路
に

比
較
し
て
、

　
・
多
額
の
建
設
費
を
要
す
る
。

　
ふ
而
要
の
変
化
に
対
応
し
に
く
い
。

　
”
建
設
に
長
時
間
を
要
す
る
。

な
ど
の
短
所
が
あ
る
。
そ
の
反
面
、

　
・
大
量
な
電
力
送
電
を
可
能
と
す
る
。

　
―
信
頼
性
が
高
い
。

な
ど
の
長
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
変
電
所
か
ら

の
引
出
部
分
な
ど
大
量
に
配
電
す
る
必
要
の
あ

る
場
所
、
お
よ
び
軌
道
横
断
な
ど
架
空
線
の
施

設
が
困
難
な
箇
所
の
技
術
的
観
点
か
ら
必
要
と

す
る
場
所
に
限
定
し
て
、
使
用
し
て
き
た
。

　
し
か
し
近
年
、
繁
華
街
お
よ
び
主
要
タ
ー
ミ

ナ
ル
駅
付
近
で
は
ビ
ル
化
の
進
展
が
著
し
く
、

高
圧
自
家
用
需
要
家
な
ら
び
に
中
高
層
マ
ン
シ

図一１　横浜市における

配電設備の伸び

五

地
下
埋
設
物
の
施
工
と
管
理
そ
の
５

-



②
―
地
中
配
電
用
機
器

　
地
中
配
電
用
機
器
は
、
配
電
塔
、
高
圧
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
、
多
回
路
開
閉
器
、
高
低
圧
地
中
分

岐
装
置
な
ど
の
保
安
開
閉
装
置
な
ら
び
に
パ
ッ

ト
マ
ウ
ン
ド
変
圧
器
、
直
埋
変
圧
器
な
ど
が
使

用
さ
れ
て
い
る
。
機
器
の
概
要
は
図
―
２
の
と

お
り
で
あ
る
。

表―1

①
―
ケ
ー
ブ
ル
布
設
方
法

　
地
中
電
線
路
は
電
線
に
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用

し
、
ケ
ー
ブ
ル
布
設
方
法
に
は
、

　
つ
直
接
埋
設
式
（
直
埋
式
）

　
・
管
路
式

　
・
暗
き
ょ
式

が
あ
る
。
各
方
式
の
概
要
は
表
ｌ
１
の
と
お
り

で
あ
る
。

　
ま
た
、
他
企
業
者
の
掘
さ
く
工
事
に
よ
る
外

傷
事
故
の
防
止
を
目
的
に
、
防
護
物
は
ト
ラ

フ
、
鉄
平
石
な
ど
の
簡
易
な
も
の
か
ら
、
ヒ
ュ

ー
ム
管
、
鉄
管
な
ど
防
護
物
の
強
化
を
は
か

り
、
さ
ら
に
昭
和
四
十
六
年
道
路
法
施
工
規
則

に
基
づ
き
埋
設
の
明
示
を
し
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
、
軟
弱
地
盤
な
ど
不
等
沈
下
の
お
そ
れ
の
あ

る
場
所
に
つ
い
て
は
、
杭
基
礎
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
基
礎
な
ど
、
特
別
に
対
応
し
て
い
る
。

地中配電ケーブルの主な布設方式

地
中
電
線
路
の
布
設
方
法
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二
っ
て
い
る
。



図―２　地中配電用機器
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図面例



③
ｌ
保
守
管
理
体
制

　
地
中
電
線
路
は
、
架
空
電
線
路
に
対
し
信
頼

性
は
高
い
が
、
ケ
ー
ブ
ル
が
地
中
に
埋
設
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
っ
た
ん
事
故
が
発
生
す

る
と
事
故
点
が
発
見
し
に
く
く
。
復
旧
に
も
長

時
間
を
要
す
る
。

　
こ
の
た
め
、
設
備
の
設
計
か
ら
保
守
管
理
に

至
る
ま
で
十
分
な
対
応
を
図
っ
て
お
り
、
具
体

表2　地中配電設備図面の整備対象

管
理
方
法
に
改
善
し
整
備
し
て
い
る
。

　
そ
の
主
な
内
容
は
、
道
路
管
理
者
に
よ
っ
て

整
備
さ
れ
て
い
る
「
道
路
台
帳
平
面
図
」
を
基

木
と
し
た
「
地
形
原
図
」
を
作
成
し
、
こ
れ
に

地
中
配
電
設
備
を
一
元
的
に
集
約
、
記
録
し
、

必
要
条
件
を
満
た
し
て
い
る
。
具
体
的
概
要
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ア
、
標
準
図
　
ケ
ー
ブ
ル
の
種
別
、
方
法
、
管

路
の
布
設
状
況
な
ど
の
明
示
。

イ
、
詳
細
図
　
標
準
図
の
う
ち
、
そ
の
一
部
分

を
詳
細
に
明
示
す
る
も
の
で
、
変
電
所
構
内
、

表－3　他企業者による配電ケーブル
　　　　外傷婁故（神奈川支店)

需
要
家
。
橋
梁
添
架
な
ど
を
対
象
と
す
る
。

ウ
、
特
殊
図
　
設
備
の
計
画
、
設
計
な
ど
に
特

に
必
要
と
す
る
管
理
対
象
に
つ
い
て
記
録
す
る

も
の
で
、
需
要
家
資
産
引
込
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
を

対
象
と
す
る
。

③
　
保
守
の
体
制

　
二
十
四
時
間
宿
直
体
制
で
、
事
故
応
動
、
連

絡
、
立
合
な
ど
に
対
応
し
て
い
る
。

（
4
）
地
中
線
事
故
の
状
況

　
ケ
ー
ブ
ル
の
事
故
要
因
を
分
析
す
る
と
、
他

企
業
掘
さ
く
に
よ
る
外
傷
事
故
が
全
休
の
4
0
～

5
0
％
を
占
め
て
お
り
、
こ
の
原
因
と
な
っ
た
加

害
工
具
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
は
、
表
ｌ
３

に
示
す
と
お
り
、
つ
る
は
し
と
ユ
ン
ボ
が
圧
倒

的
に
多
い
。
こ
の
防
止
対
策
と
し
て
当
社
は
、

埋
設
物
の
明
示
、
防
護
物
の
強
化
、
保
守
的
に

は
施
工
業
者
へ
の
事
故
防
止
Ｐ
Ｒ
、
お
よ
び
掘

さ
く
現
場
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
積
極
的
に
推
進

し
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
工
事
業
者
の
埋
設

状
況
の
照
会
、
立
合
等
十
分
な
事
前
調
査
を
要

望
す
る
も
の
で
あ
る
。

〈
斉
藤
＝
東
京
電
力
神
奈
川
支
店
地
中
線
課
／

千
葉
＝
同
配
電
課
地
中
グ
ル
ー
プ
〉
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的
に
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

（
1
）
設
備
の
巡
視
、
点
検

ア
、
巡
視
　
ケ
ー
ブ
ル
、
機
器
の
外
観
の
観
察

を
二
年
に
一
回
行
う
。

イ
、
ケ
ー
ブ
ル
の
点
検
　
ケ
ー
ブ
ル
の
経
年
劣

化
状
況
を
診
断
す
る
た
め
、
老
朽
ケ
ー
ブ
ル
を

対
象
に
七
年
程
度
の
周
期
で
、
絶
縁
劣
化
測
定

を
行
う
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
外
傷
に
よ
る

遅
発
事
故
防
止
を
目

的
に
適
宜
実
施
す

る
。

②
地
中
線
設
備
の
図

面
整
備
、
管
理
体
系

　
従
来
、
各
埋
設
線

路
区
間
を
単
位
と
し

て
、
個
々
の
図
面
に

よ
っ
て
管
理
を
し
て

き
た
が
、
地
中
線
設

備
の
増
大
に
よ
り
、

設
備
管
理
、
保
守
、

設
計
な
ど
で
困
難
性

が
顕
在
化
し
て
き
た

た
め
、
現
在
は
地
域

特
性
に
マ
ッ
チ
し
た
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